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目白学園遺跡フェスタにおける縄文クッキーの導入
─小学生に対応したレシピと指導方法の試み─
The Introduction of Jomon-cookies at “Mejiro Gakuen Iseki Festa”


























































































































































　　　ソバ粉 100ｇ ドングリ粉かトチ粉なければソバ粉やキビ粉 300ｇ
　　　ウズラの卵 ３個 クリ（天津甘栗でも可） 300ｇ
　　　はちみつ 50ｇ エゴマ 20ｇ
　　　くるみ（すりつぶす） 50ｇ 干し山葡萄（普通の干し葡萄でも可） 50ｇ
　　　水 適宜 ハチミツ 10ｇ
天塩 ２ｇ



















ソバ粉 80g 干しぶどう（微塵切り） 20g
ドングリ粉 20g はちみつ 10g
クリ（粉砕） 100g 塩 少々























ソバ粉 80 290 8.2 2.5 57.3 0.28 0.08 0 2
ドングリ粉（椎） 20 50 0.6 0.2 11.5 0.06 0.02 22 　微量
クリ 100 164 2.8 0.5 36.9 0.21 0.07 33 1
クルミ 20 135 2.9 13.8 2.3 0.05 0.03 0 1
エゴマ 10 54 1.8 4.3 2.9 0.05 0.03 微量 微量
干しぶどう 20 60 0.5 微量 16.1 0.02 0.01 微量 2
ハチミツ 10 29 微量 0 8.0 微量 微量 微量 微量
卵 50 76 6.2 5.7 0.2 0.03 0.22 0 70
合計 310 858 23.0 27.0 135.2 0.70 0.46 55 76
１人当たり約6枚 ＊約80 215 5.8 6.8 33.8 0.18 0.12 14 19























































































































ソバ粉 80g 干しぶどう（微塵切り） 20g
ドングリ粉 20g はちみつ 40g
クリ（粉砕） 100g 塩 少々

















“おいしかった” とか “楽しかった” という感想が増え、また、縄文クッキーの形もよりバラエ
ティー豊かになってきた。昨年のアンケート結果８）からみると、約75％の方は縄文クッキー教
室が「楽しかった」、残りのかたは「まあまあ楽しかった」と答えてくださった。縄文時代の食
卓をより身近に感じてもらえたようである。
写真６　いろいろな形にチャレンジ
写真７　完成した縄文クッキー
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Ⅳ．今後に向けて
１．縄文クッキーからの発展として
今回で９回目を迎える遺跡フェスタだが、すで
に縄文クッキー教室に複数回訪れた方もいて、い
つも同じ縄文クッキーでは飽きてしまった方もい
ると思われる。このところ、縄文クッキー教室の
参加者が多少減少しているのもそこに一因がある
かも知れない。その対策としては、収穫量が一定
しないので毎年できるかどうかは疑問だが、目白
学園内にあるマテバシイやスダジイの実を秋に採
集し保存しておき、それらを使った縄文クッキー
をせめて試食していただければよりいっそう縄文
人の気分を味わっていただけると思う。
また、今後の縄文クッキーのレシピ上の工夫としては、より自然な甘さを追求するのであれ
ば、干しアンズや干し桃のようなフルーツ系を加えるとよいであろう。ただし、それは元来主
食であったと考えられている縄文クッキーからはかなり逸脱しており、お菓子としての要素が
強くなってしまう。 主食としての食味であれば、今の配合が甘さの限界ではないかと判断して
いる。
２．他メニューの導入について
「縄文クッキー教室」を、「縄文時代の食事を再現し、体験する場」と拡大解釈するならば、
他のアトラクションの「縄文の食卓…鹿や熊の肉を食べてみよう」というコーナーと競合しな
いよう、いわゆる狩猟ではなく、採集という方法で集めた食材をつかった料理教室というのも
良いかもしれない。メニューの候補としては、そばの実・ヒエ・鰹節・干し貝柱などを使った
「縄文粥」５）－c 、ドングリ粉を練って加熱し、縄文風酢みそやキナコやハチミツをつけて食べ
る「シタミモチ」５）－ｂなどが考えられる。これらを組み合わせた食の場の提供もおもしろいと
思われる。ただし、これらもレシピ・時間配分・コストなどを検討しなければならないので、
今後の課題としたい。
　
Ⅴ．おわりに
生徒達と一緒に行事に参加すると、どのような行事であれ多かれ少なかれ新しい発見をし、
うれしい驚きを感じることが多い。この縄文クッキー教室に関しても、参加者・生徒達、それ
ぞれが毎年様々な工夫や成長を見せてくれ、うれしい限りである。特に、相手を思いやる気持
ちや譲る気持ちが作業性を向上させること、また一人の工夫や発見が班全体に広がり、さらに
他の班まで伝播するのを見るのは楽しいことである。また近年、ものをゆっくり考えたり作っ
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たりする機会が少なくなってきているが、縄文時代に思いをはせながら、家族や友人と共にロ
ハスな食事を体験する場があることも良いことであろう。
次年度から目白学園中学校高等学校は、目白研心中学校高等学校となり共学となるが、目白
学園遺跡フェスタはこれからも存続して行く。今度は男子学生のボランティアが誕生し、活躍
し、新たな驚きをもたらしてくれるのが今から楽しみである。教師側もそれに対応できるよう、
新たな「縄文の食」提供のため、精進したい。
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